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論

位
川
時
代
ド
於
貯
る
長
崎
山
支
那
民
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

四
回

一
一

部
大
根

議

徳
川
時
代
に
於
り
る
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

(
二
・
完
)

矢

野

仁

支
那
の
生
純
絹
織
物
の
輸
入
に
就
い
て

7

U

F

ド
ッ
グ
の
日
本
膳
史
に
西
暦
第
十
七
世
紀
中
、
絹
、
生
糸
は
日
本
の
重
要
職
入
口
聞
で
、

そ
れ
は
常
に
マ
カ

ォ
「
ガ

V

オ

y
」
仙
川

U
A
ぴ
常
時
日
本
の
論
法
に
頻
紫
に
入
港
し
た
る
支
那
ジ
ヤ
ン
ク
舶
の
多
数
の
積
荷
の
最
も
貴
重

な
る
品
目
で
あ
っ
た
Z
云
ふ
こ
芭
が
越
4

て
ゐ
る
。
私
が
前
段
に
於

τ支
那
貨
物
が
外
国
貿
易
に
於
て
重
要
で
ゐ

っ
た
さ
言
っ
た
の
も
、
支
那
の
紛
、
生
糸
が
重
要
で
あ
っ
た
意
味
に
外
な
ら
な
い
。

円
本
に
於

t
徳
川
時
代
の
初
期
、
生
締
結
織
物
の
需
要
が
盛
ん
で
あ
っ
た
一
て
己
は
、
ゲ
ム
プ
ア
品
戸
の
日
本
隆

弘
仁
、
彼
が
和
蘭
貿
易
の
第
一
期
古
都
せ
る
西
暦
一
ム
ハ
一
一
年
(
盛
長
十
六
年
)
か
ら
一
六
四
一
年
(
究
氷
十
人
年
)

ま
で
の
時
期
郎
、
L
和
蘭
が
猶
は
卒
戸
に
於
て
貿
易
を
行
ひ
た
る
時
代
に
於

τ、
葡
萄
牙
が
長
崎
に
於

τ繁
栄
降
盛

な
る
殖
民
地
を
有
し
、
共
の
貿
易
が
雄
大
ぞ
極
品
、

日
本
に
生
糸
u
A
ぴ
絹
織
物
を
以
て
供
給
し
得
た
る
結
に
於

て
、
和
蘭
に
優
れ
る
一
の
鮒
著
な
る
刺
盆
を
有

L
た
る
こ
ピ
を
越
ペ
、
此
の
生
紙
R
A
び
絹
織
物
が
営
時
比
の
人
口
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多
き
日
本
帝
国
に
於

τ盛
ん
に
費
消
せ
ら
れ

Lω
み
な
ら
宇
、
猶
は
一
六
九

O
年
(
一
?
と
臓
二
年
)
頃
に
於
て
も
そ
れ

が
一
一
哀
へ
な
か
っ
た
ご
言
っ
て
居
る
に
T
一
も
明
か
で
ゐ
る
。

生
糸
及
び
紺
は
支
那

ω輪
出
禁
制
U

聞
で
あ
っ
た
。
明
作
に
は
出
同
体

t
同
様
、
私
出
外
境
及
違
禁
下
悔
の
禁
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
は
な
に
椴
疋
、
純
絹
、
村
綿
綿
伝
携
帯
し
て
外
墳
に
出
で
て
販
一
民
し
或
は
出
航
す
る
者
は
杖
・
一
百
に

蕗
し
、
鹿
仰
を
受
付
て
之
を
挑
協
し
戒
は
駄
載
す
る
も
の
は
一
等
全
滅
じ
、
物
貨
納
車
は
凡
て
宵
抑
は
す
る
Z
一五ふ

ゲ

ム

プ

7

品
戸
に
和
附
人
は
和
的
貿
易
の
第
一
期
に
於
ー
も
猶
は
現
時
の
如
〈
、
最
良
最
精
の

規
定
が
め
っ
た
。

紛
争
】
産
す
る
支
那
及
び
遅
傍
議
凶
仁
於
て
何
等
定
ま
、
り
た
る
根
城
地
な
く
、
支
那
帝
凶
は
常
時
猶
は
満
洲
に
侃
服

せ
ら
れ
宇
.
漢
柿
族
の
荷
主
に
依
っ

τ統
治
せ
ら
れ
、

一
切
諸
外
闘
芭
の
貿
易
に
閉
鎖
せ
ら
れ
、
支
那
人
は
鴎
外

に
出
で
、
又
一
切
の
土
貨
を
輸
出
す
る
司
』
古
を
禁
合
ら
れ
て
居
花
の
で
、
和
蹴
人
仁
謝
L
τ
少
量

ω
絹
の
外
供
給

す
る
こ
ど
が
出
来
宇
、
立
(
の
少
量
す
ら
も
之
を
供
給
す
る
は
密
輸
出
に
依
る
外
が
な
か
っ
た
、
和
蘭
人
も
絹
を
求

む
る
唖
岬
め
支
那
の
海
岸
に
至
る
こ
ご
が
禁
山
ぜ
ら
れ
て
居
た
ご
一
去
ふ
記
事
が
児
え
て
居
る
。
ぞ
れ
に
も
拘
は
ら
や
支

那
人
は
之
を
携
帯
し
て
日
本
に
来
b
貿
易
を
行
ひ
し
の
み
な
ら
十
、
荷
萄
牙
人
が
?
カ
オ
の
殖
民
地
を
利
用
し
て

支
那

ω絹
を
日
本
に
供
給
す
る
を
得
た
の
は
、

日
本
の
之
を
需
要
す
る
こ
ご
が
盛
ん
で
あ
勺
た
か
ら
で
ゐ
る
。

ミ

ユ

Y

1

7

F

ペ
戸
ヒ
の
日
本
的
外
岡
貿
易
に
、
西
勝
一
六
三
七
年
同
一
部
刷
出
・
葡
萄
牙
人

ω
日
本
に
輸
入
し

た
る
貨
物

ω総
債
格
ニ
二
四
一
、
凶
六
人
商
品
草
刈
訴
の
内
、
絹
紙
物
(
印
白
血
O
宮内

0
2の
み
で
一
、
六
六

O
、

徳
川
時
代
に
於
附
る
長
崎
白
支
那
貿
易
に
就
い
て

諭

醗

部
二
十
五
巷

E司
ヨT

第
大
都
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.，'ー



5缶

議

仙
川
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
白
支
那
見
易
に
就
い
て

第
二
十
五
番

第
六
枕

四
六

= 
凹

入
三
四
回
ト
一
一
一
一
山
牧
矧
λ

生
糸
(
問
。
耳
目
号
)
は
僅
か
に
三
六

0
・0
0
0附

E
M印
も
載
貨
の
よ
分
の
一
、
絹

織
物
、
生
糸
以
下
山
貨
物
は
合
計
し
て
、
一
四
一
、

0
0
0凶
刊
川
川
の
計
算
で
ゐ
っ
た
こ
ピ
を
記
し
て
居
る
。

ミ
ユ
ン
ス

7
U
F
ペ
炉
ヒ
は
徳
川
時
代
の
初
期
に
於
工
は
外
凶
よ
り
輸
入
し
た
相
刊
の
中
で
も
特
に
絹
織
物
は
豆
額
を

占
め
、

生
糸
は
之
に
比
[
て
少
か
っ
た
の
は
、

日
本
に
於

τ蛍
時
猶
は
織
物
業
の
品
以
遠
し
な
か
っ
た
錦
め
で
あ

ι

H
M
に
考
へ
、
絹
織
物
ど
生
糸
己
の
此

ω聞
係
は
共
的
経
仁
至
h
頗
る
附
則
著
な
る
鈍
化
を
受
り
、

日
本
人
白
か
ら
稲

々
の
絹
織
物
を
生
産
す
る
に
至
り
し
が
依
に
、
生
糸
は
紡
刷
物

ω原
料
ピ
し
て
狛
は
大
量
の
聡
入
あ
り
し
に
拘
は

ら
や
、
紛
制
物
は
需
斐
を
減
じ
、
僅
か
に
幕
府
及
び
氏
族
階
級
の
御
用
品
ご
し

τ精
巧
高
白
な
る
柿
数
に
限
h
、

此
の
少
い
需
要
械
に
相
賞
す
る
錨
図
に
於
て
輸
入
せ
ら
る
、
に
過
ぎ
な
い
有
誌
に
な
っ
た
こ
ご
を
逃

4τ
居
る
o

然
し
こ
れ
は
来
し
て
事
践
で
あ
円
た
か
。
西
暦
一
六
三
七
年
の
和
的
舶
の
載
貨
仁
於

τ絹
織
物
が
巨
額
全
占
め
、

ミ
ユ

Y

ス
ア
戸
ぺ
片
ヒ
は
レ
ヒ
ア
V

ン
の
旅
行

生
糸
は
会
載
質
的
六
分
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ご
云
ふ
こ
ご
は
、

記
に
披
っ
た
様
で
ゐ
る
が
、

を
れ
が
蔀
質
ご
し
て
も
、
此
山
一
年
に
り
の
和
附
舶
の
載
貨
的
制
合
仁
依
つ

τ、
営

時
日
本
に
於

τ絹
織
物
的
唐
十
山
4

裂
が
多
〈
、
生
糸
の
需
裂
が
少
か
っ
た
ピ
一
疋
ふ
こ

t
e
v
断
言
す
る
の
は
、
川
本

L
I
営

を
符
た
も
の
で
あ
ら
う
か
。
号
れ
に
は
も
う
少
し
津
山
の
諮
燥
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
和
的
舶
の
載
貨
に
げ
で
は

十
分
で
な
い
。
支
那
般
的
我
貨
は
い
と
う
で
あ
っ
た
か
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
臥
。
和
朗
山
り
商
館
長
カ
ム
プ
ス
は
面

暦
一
六
一
六
年
(
元
和
二
年

)ω
和
蘭
人
の
日
本
仁
於
け
る
貿
易
の
期
些
に
附
す
る
報
告
に
於
て
、
毎
年
日
本
に
寅
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>J. 239 
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捌
か
る
、
へ
き
支
那
貨
物
の
債
格
三
分

ω
こ
を
生
糸
比
ぴ
撚
紙
(
同
州
各
自
内
庁

E
ι
m
m一ι自
問
釦
Em)、
一
二
分
の
一
を
絹

織
物
(
田
区
白
。
印
円
。
間
的
)
ご
し

τ計
算
L
て
居
品
。
私
は
後
仁
逃
ぷ
る
如
〈
、
砕
同
時
総
割
前
村
人
己
言
っ
て
、
総
入
生

糸
を
分
配
購
買
す
る
特
許
'M
問
人
的
制
度
が
定
的
A
b
れ
た
め
日
、
特
t

生
糸
を
重
要
腕

L
た
も
の
で
、
去
れ
H
h
り
生

糸
的
輸
入
は
多
か
っ
た
内
線
で
な
レ
か
芭
考
へ
る
。
同
民
的
の
需
要
仁
基
づ
か

F
る
綿
織
物
的
輸
入
が
多
か
っ
た

ご
一
五
ム
こ
ピ
は
、
幕
府
及
び
貴
族
の
訟
な
限
ら
れ
た
階
級

ω需
斐
で
あ
る
に
拘
は
ら
す
、
そ
れ
が
非
情
仁
盛
ん
で

あ
っ
た
さ
五
ふ
こ
ピ
で
、
元
和
似
武
を
去
る
こ

E
遮
hr
ら
さ
る
骨
同
時
、
古
う
云
ム
こ
ご
も
ど
う
か
ど
思
は
れ
る
が
、

是
れ
が
漸
弐
仁
園
内
的
絹
織
物
業
が
辿
っ
た
錦
め
少
な
く
な
り
、
之
に
代
っ
て
生
糸

ω総
入
が
多
〈
な
っ
た
ご
一
五

ふ
こ
ど
は
、
常
局
岩
に
組
織
物
的
一
輸
入
仁
依
つ

τ
日
本

ω家
ぷ
る
損
失
が
自
覚
せ
ら
れ
た
こ
己
、

古
う

L
て
立
ハ
の

救
勝
第
正
し
て
闘
内
紺
紙
物
の
生
産
が
援
助
手
る
、
仁
王
っ
た
・
』
正
を
意
味
す
る
伐
じ
思
は
れ
、

き
う
云
ふ
事
資

が
あ
っ
た
ピ
一
五
ふ
こ
己
も
分
か
っ
て
居
な
レ
の
で
め
る
G

徳
川
時
代
の
初
期
阪
に
生
糸
が
輸
入
品
ピ

Lτ
絹
叫
刷
物

よ
り
も
重
要
で
ゐ
っ
た
己
云
ふ
こ
ご
も
、
或
る
殺
皮
ま
で
幕
府
U
A
ぴ
貴
族
山
殺
な
階
級
に
絹
純
物

ω需
要
が
あ
っ

た
ピ
[
な
げ
れ
ば
考
へ
ら
れ
ぞ
』
正
で
あ
る
が
、
然
し
常
局
に
凶
内
綿
織
物
uf
起
さ
ん
ぜ
す
る
考
へ
が
あ
れ
ば
.

限
ら
れ
た
階
級
的
限
ら
れ
た
前
要
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
可
能
で
あ

h
、
理
解
さ
れ
る
こ
さ
で
あ
る
。
私
は
綿
織

物
の
輸
入
仁
依
っ
て
日
本
の
出
採
点
る
損
失
が
自
覚
さ
れ
た
結
果
、
骨
同
局
者
は
始
的
て
救
隣
策
ピ

Lτ
閥
内
絹
織
物

業
を
起
さ
ん

5
9る
に
至
っ
た
も
仙
で
は
な
い
品
川
に
考
へ
る
。
却
っ
て
鴬
局
者
が
園
内
絹
織
物
業
を
起
苫
ん

Z
し

諭

相
川
叫
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
那
珂
易

ι就
い
て

部
二
十
五
巷

四
七

第
六
鋭

1i. 

議
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論

捜

四
ノ、

仙
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
町
支
那
見
易

ι就
い
て

第
二
十
五
巻

~-::. 

第
六
腕

た
結
巣
、
漸
次
に
を
れ
が
起
る
慌
に
な

h
、
そ
れ
に
悶
内

ω平
和
が
長
(
紛
い

τ菊
修

ω風
が
漸
〈
盛
九
百
な

h

リ
、
貴
族
階
級
に
限
ら
A
Y
商
人
階
'
減
に
も
及
ぶ
慌
に
な
っ

t
、
盆
i
絹
械
物
の
需
要
が
盛
ん
ご
な
り
、
和
糸

ω産

出
を
促
が
し
、
メ
常
局
者
の
之
に
依
っ
て
総
入
生
糸
を
抵
制
せ
ん
ご
す
る
経
済
的
の
考
へ

Z
相
候
っ
て
、
養
強
業

の
柴
附
ピ
な
り
、
徳
川
時
代
的
中
期
か
ら
末
期
に
及
び
、
漸
〈
恥
入
生
糸
川
U

減
少
を
来
し
、
途
に
幕
末
に
於

τ開

闘

t
共
に
一
躍
し

τ生
糸
輸
出
国
ご
な
る
に
至
っ
た

Z
考
へ
る
の
で
あ
る
。

7

井
ド
ッ

P
の
日
本
脱
皮
に
、
和
的

ω
山
尚
貿
易
は
日
本
二
百
年
間
の
鎖
岡
崎
代
に
於
て
、
明
〈
の
間
外
岡
貿

易
の
約
字
分
、

立
(
の
後
に
於

τ三
分
の
一
乃
至
四
分

ω
一
を
一
不
し
、
之
に
闘
す
る
細
目
の
若
干
を
鮪
検
す
る
ヨ
』
正

は
非
常
に
興
味
ゐ
る
こ
ピ
で
、
第
一
に
注
意
せ
ら
る
る
こ
ご
は
絹
が
西
版
十
七
世
紀
に
於

τ
円
本

ω重
要
職
入
日
開

で
あ
っ
た
こ

Z
で
、
近
代
に
於

τ日
本

ω轍
山
貿
易
の
大
宗
が
紛
で
あ
る
こ
芭
を
考
慮
す
る
に
於

τ、
司
』
れ
は
寧

ろ
拙
同
時
蹴
に
値
ひ
す
る
も
の
ピ
言
は
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
正
一
首
ム
一
』
ご
が
逃
ぺ
て
ゐ
る
。

絹
は
百
四
Mm十
七
肘
判
中
日
本

ω重
要
聡
入
口
聞
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
主
正
し
て
葡
萄
牙
舶
が
マ
カ
オ
か
ら
総
入

L
た
も

ω
で
、
其
的
外
に
は
支
那
的
ジ
ヤ
ン
ク
加
が
積
載
し
た
も
の
で
、
和
前
船
山
町
輸
入
額
ご
て
は
最
初
は
極
少
額

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
其
的
総
入
額
的
多
く
な
っ
た
の
は
克
永
十
一
年
、
西
暦
一
六
三
四
年
頃
か
ら
の
こ
ご
で
、
此
の

年
の
輸
入
額
ほ
三
一
問
、

0
0
0「
グ
士
ア

y
」寸一一
M
V
V
V
棋
芥
五
北
京
札
旬
、
で
あ
っ
た
。
寛
永
十
七
年
、
西

そ
れ
が
一
、

0
0七
、
三
五

O
「
グ
ル
デ

y
」
川
一
戸
川
剛
現
醐
に
逮

L
化
。
寛
文
二
年
、

暦
一
六
四

O
年
に
な
る
ピ
、

Muldoch. ibid. pp. 261. 262 7) 
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西
暦
工
ハ
六
二
年
の
輸
入
は
一
、

O
七
九
、

0
0
0
「グ

Y
デ
ン
」
で
、
其
の
年
の
輸
入
総
額
一
、
五
一
入
、
七
八
三

「グ
W

デ
ン
」
に
封
し
、
質
に
七
割
強
を
占
め
て
居
た
の
で
あ
る
。

7

戸
、
ト
ツ
ク
に
擦
る
ピ
、
絹
は
怖
に
蛍
時
和
蘭

の
輸
入
年
額
の
七
割
を
占
む
る
に
は
雫
ら
な
か
っ
花

ωで
ゐ
る
が
、

ぞ
れ
に
し

τも
、
寛
文
五
年
、
西
暦
一
ム
ハ
ム
ハ

五
年
か
ら
克
文
十
二
年
、
西
暦
一
六
七
二
年
ま
で
の
会
輸
入
債
格
一
二
、
四
一

λ
、
0
0
0
「
グ
ル
デ
ン
」
の
中
七
、

入
ニ
問
、

0
0
0
「
グ
土
ア
ン
」
ま
で
は
紛
で
あ
っ
た
ご
一
五
ふ
こ
芭
で
あ
る
か
ら
、
六
割
三
分
強
を
占
め
て
居
た
浮

で
あ
る
o

貞
享
三
年
、
西
暦
一
六
八
六
年
か
山
一
万
鵡
一
十
年
、
両
謄
令
六
九
七
年
ま
で
の
み
ム
輸
入
煩
格
は
約
七
、

0
0

。、

0
0
0
「
グ
士
プ
V

」
で
、
絹
は
一
、
六
九

O
、
0
0
0「グ
F
J
ア
リ
乙
で
あ
っ
た
ご
云
ム
こ
己
で
あ
る
か
ら
、
阪

に
二
制
四
分
強
ご
な
っ
た
課
で
あ
る
。

ケ
ム
プ
ア
ェ
川
に
西
勝
一
六
人
五
年
(
点
目
与
三
年
)
和
闘

ω
貿
易
が
年
額
百
五
割
「
ギ
p
y
l
」
(
約
十
前
英
傍
)
、

日
本
貨
に
し
て
毎
箱
銀
十
貨
は
(
千
両
)
入
三
百
箱
、
計
三
千
賀
目
、
郎
も
金
五
前
向
雨
に
制
限
さ
る
る
仁
王
b
し
こ

ピ
、
叉
五
伽
所
前
人
の
組
合
(
〉

B
E
3
弓
O
同
自
白
口
F
E
Z
C
ご
r
o
p
w
O
H
日
旬
。
ユ
札
口
門
町
内
問
)
が
生
糸
寅
貨
の
特
桃

を
得
た
る
こ
ど
を
叙
し
、
生
糸
は
最
初
に
資
ら
る
、
の
で
、
此
等
の
特
許
商
人
は
非
常

ω利
盆
を
得
、

そ
れ
に
け

和
問
削
人
は
少
か
ら

5
る
不
利
盆
を
受
り
る
こ
正
、
な
ふ
り
、
五
側
所
商
人
は
そ
れ
で
和
蘭
人
が
生
糸
の
総
入
を
少
〈

す
る
こ
ご
を
防
向
、
骨
畑
出
、
和
山
嗣
加
の
載
貨
的
少
〈
も
三
分
の
一
は
生
糸
で
な
り
れ
ば
な
ら
れ
で
」
云
ふ
様
に
、
出
家

れ
ば
強
制
し
様
t
し
た
伎
な
-
』
ご
が
書
い
て
あ
る
。

論

議

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
那
珂
易
に
就
い
て

弟
二
十
五
巻

凹
;L 

じ

ま事

拙

J¥Tuldoch， ibid， II. p. 263 
Engelbcl't Kaempfer， ibid， IT" I;p. 228， 232 
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論

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
那
見
回
調
に
就
い
て

= 
J、

まL
O 

盤的

ナ
ホ
ッ
ド
じ
も
西
暦
一
六
八
五
年
に
貿
易
額
の
制
限
せ
ら
れ

L
ζ
正
、
生
糸
に
封

L
、
こ
れ
ま
で
の
様
仁
支
那

第
二
十
王
巷

第
六
競

」

V
J

が
と
産
に
ま
で
も
一
一
利

ω
バ
V
J

カ
ド

1
(
3
5
&
O
)
が
池
用
さ
れ
、
五
個
所
の

組
合
商
人
に
の
み
版
員
百
れ
、
債
格
が
協
定
さ
晶
、
こ
ご
に
な
っ
た
一
』
ご
を
逃
て
此
の
不
利
盆
な
る
事
情
の
下

産
の
み
な
ら
す
、
東
京
産

に
於
て
多
分
期
待
古
る
守
へ
き
生
糸
恥
入
制

ω非
川
ね
な
る
減
少
を
防
禦
す
る
匁
め
に
、
直
も
に
版
責
貨
物
の
少
〈
も

三
分
の
一
は
生
糸
か
ら
成
ら
な
り
れ
ば
な
ら
凶
ピ
云
ふ
規
定
は
後
布
苫
れ
た
U

生
糸
の
輸
入
は
貨
に
日
本
に
帆
到
し

て
最
も
重
要
で
ゐ
っ
た
の
で
あ
る
ご
云
ふ
記
事
が
見
え
て
居
る
。

宮
崎
支
那
船
舶
り
生
糸
輪
入
額
は
ど
れ
桂
あ
っ
た
か
。
貞
享
二
年
に
其

ω貿
易
額
は
銀
六
千
は
目
ご
定
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
が
、
矢
張
。
少
〈
も
其
包
一
一
分
一
は
生
糸
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
炉
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
金
井
俊
行

の
外
岡
商
法
治
恥
に
、
貞
享
四
年
内
糸
五
筒
所
削
符
定
額
銀
二
千
民
日
を
夏
め
千
二
百
貨
目
t
し
、
他
の
入
百
貨

目
は
長
崎
市
中
三
グ
一
花
取
貨
物
に
加
ム
E
一式
A

文

見
え
Z
居
る
0

引払は
A
1
共
の
拠
出
陣
営
伶
索
す
る
ニ
ご
能
は

ゲ
る
も
・
白
糸
は
恐
ら
く
支
那
船
舶
の
轍
入
生
糸
に
し
て
、
立
(
の
総
入
貨
物
の
杢
債
格
六
千
賀
日
の
中
の
三
分
の

一
郎
も
二
千
貰
目
ま
で
は
必
十
生
糸
を
以
て
職
人
す
べ
き
も
の
ご
定
め
、
之
を
割
符
糸
正
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
貞
享
以
後
堺
に
於
て
割
符
特
許
確
に
闘
す
る
争
議
一
端
件
ゐ
h
、
又
正
徳
五
布
引
の
新
例
に
「
惣
じ

τ府
荷
物

の
内
反
物
、
糸
師
銅
、
入
品
響
、
府
香
類
最
初
に
買
以
ら
せ
候
事
肝
要
に
候
、
其
子
細
は
比
等
の
口
問
々
若
資
残
h
有
之

候
へ
ば
按
寅
の
方
へ
出
る
口
聞
に

τ伎
、
夫
故
御
定
鋭
額
の
内
に

τ此
等

ω類
買
取
b
、
若
残
h
荷
物
出
来
、
り
候
へ

O.sk孔rNachod， ibid， S. 390 
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ば
荒
物
に
て
時
間
L
候
様
に
仕
か
け
候

τ能
候
事
」
正
見
え
、
組
側
織
物
、
生
訴
の
需
要
多
〈
.
支
那
総
入
生
糸
の
聡

入
が
如
何
に
利
盆
が
あ
っ
た
か
は
分
か
る
。

続
乱
首
に
正
徳
二
年
畑
町
…
ト
竺
号
ー
の
堺
惣
年
寄
仁
謝
『
る
長
崎
一
貿
易
に
閲
す
る
箆
書
が
見
え
て
居
る
o

長
時
去
に
お
い
て
、
近
年
訂
続
審
車
翻
す
〈
な
〈
桜
阜
、
京
都
純
殿
山
者
点
、
其
世
世
在
大
ひ
候
山
、
去
年
の
事
前
制
代
御
臨
(
醐
ゆ
・
)
に
議

L
・
級

物
的
知
利
糸
雄

mHV、
家
業

E
も
取
蹴
候
様

ι可
仕
仮
旨
被
仰
山
似
、
鈷
る
断
に
去
年
以
来
、
民
料
放
縮
刷
隼
両
目
仕
航
者
共
中
似
監
は
、
球
拾
年

以
車
京
柿
へ
上
り
杭
和
紙
の
蹴
北
部
に
机
柄
、
情
闘
よ
り
山
粧
民
的
刷
、
給
制
毎
年
々
主
動
を
誠
艇
、
京
都
に
で
利
品
さ
川
転
車
相
止
依
は

γ
、
民

納
、
給
制
年
代
下
直
に
も
川
町
龍
成
供
向
に
て
、
民
組
、
結
納
与
の
劃
減
似
事
も
不
可
然
事
に
候
刊
日
北
、
長
崎
去
へ
粧
謀
候
純
物
、
糸
翻
年
内
制
も
減

はじ
)ji" 、
右目 )j( 

帥者11
股帥
。股
者の
共者
、共

和1 も
糸蹴
を 1止
維を
用失
ひひ

候快
て工j，
、 u
t官、
4勿彼
幕赴
の以

制て
を '11
も'f、
イ1; 1iT 
Ilt 然
L ÎJ~ 
俳-;Jむ
1:'1'; 1: 
に 4克
11 、
、 "'1
且 4卸
文代

-'，目
今召

起有
最 ν
仙之

事 p
{i: 1111 
出山

耐幌

凶仰l
λq，ー

は 1':::
T 帆

上
:& Iミ
，(1 1'1 
l ぷト

Jt 以
外来

白
岡
々

μ
て
も
、
御
制
私
制
に
不
限
、
桑
誼
に
宜
し
か
る
べ
き
土
地
に
で
糸
制
を
も
引
山
L
候
は
ピ
、
其
利
測
り
蝕
分
自
多
白
み

ιあ
ら
ず
、
織
物

糸
制
潤
並
民
的
棚
、
指
紬
品
開
旧
制
も
、
後
に
及
供
て
は
、
世
上
羽
川
の
た
め
も
立
し
か
る
べ
〈
候
、
但
桑
誼
立
か
る
べ
き
辻
地
並
糸
紛
れ
い
立
枇
事
鉢

H
、

武
家
方
正
田
合
者
主
不
案
内
山
事
可
有
之
供
問
、
す
べ
て
此
年
白
物
由
貿
仕
供
者
共
、
其
心
得
可
有
之
事
に
候
巳
上
、

巳

主

月

右
榊
書
付
之
趣
従
ニ
江
戸
-
被
=
叩
下
一
候
問
、
市
北
町
中
可
抑
制
者
也

正
似
三
年
同
五
月
二
日

時
府
軍
綱
吉

ω時
か
ら
阪
に
生
糸
の
聡
入
額
が
減
じ
、
和
永
の
利
用
及
び
生
産
を
奨
糊
す
る
に
宝
h
し
こ
ど
が
1
7

論

組

徳
川
時
代
に
於

η
る
長
時
。
支
郡
山
A
易
に
就
い
て

第
二
十
玉
県
官

プし

部
プミ

都

Ii 

徳川時代商業諜I占If.-政.総面l~l!.容ヒ13) 
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論

量豊

徳
川
時
代
に
於
昨
る
長
崎
D
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
大
腸

第
二
十
五
巻

四
O 

五

か
る
。
賂
軍
綱
吉
の
時
か
ら
生
糸
の
聡
入
額
が
減
少
し
た
の
は
、
貞
享
二
年
以
来
支
那
及
ぴ
和
蘭

ω貿
易
額
が
限

定
さ
れ
た
矯
め
、
叉
生
糸
は
外
の
貨
物
が
相
封
商
寅
吉
な
っ
た
の
仁
反
し
て
、
五
ケ
所
割
符
の
商
克
己
し

τ、
支

那
市
問
、
和
蘭
繭
の
利
盆
が
少
〈
な
っ
た
の
に
原
閃
し
て
居
る
こ
ご
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
故
外
岡
生
糸
の
総

入
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
園
内
織
物
業
が
起
ら
な
か
っ
た
で
ゐ
ら
う

L
、
叉
間
内
織
物
業
が
起
り
戸
、
生
糸
の
需
要
が

起
ら
な
か
っ
允
な
ら
ば
、
関
内
製
紙
業
が
芯
ら
な
か
っ
た
で
ゐ
ら
う
か
ら
、
徳
川
時
代
の
制
限
貿
易
に
依
っ
て
質

に
我
が
園
の
製
紙
業
は
遮
嘗
に
培
は
れ
た
も
の
で
あ
る
ご
言
っ
て
も
よ
い
Y

の
で
あ
る
。

ミ
ユ
ン

λ
4
7
U
F
4
F

ピ
に
次
ぎ
の
文
が
ゐ
る
。

〉
Hmm-ovpo
〉

σ同
onrumM出向。ロ

HE
岡
田
宮
耳
v
c
E
O見
回
日
目
2

5
住
吉
ω
円
高
司
問
。
里
山
町
内
ロ

E
何

回

明

E
r
q出
国
(
踏
胡
同
布
)
r
g日
4
m号山口『

骨
円
印
走
。

E
聞記

gHH
」与ユ
5

2
〈
邑
E

E
ロ

H
0
0
8
0巳
骨
ロ

(
E
n『
民
自
」
]mE-
の
2
n
r諸
島
町
ロ
ロ
全
問
。
再
日
各
五
回
骨
ロ
国
吉
宕
-

乱
。
円
何
戸
百
』
uON20『
』
者
百
唱
印
円
0
3
q問凶戸

ι日
ロ
問
。
ロ

ιぉ
z
m骨
量
且
耳
毛
布
骨
岳
o-H
戸
旦
円
宮
町
内
切
注
目
岳
百
二
回
司
『
。
一
向
笠
間
『
出
何
E
C四戸百四

ι
2
4
q
-
u
E
M口
F
Eロ叫】

0
5
0ロ
問
。
話
一
回
目
ロ
叶
色
目

ι
Z
C
B
E
R
2
5
凹
旦
品
川

WNC]お
F
門
司

和
甜
酬
は
資
暦
五
年
に
絹

ω販
貢
で
一
高
「
グ
庁
デ
y
」
の
損
失
を
怨
し
、
舵
貨
の
三
分
の
一
は
生
糸
で
な
り
れ
ば

な
ら
ね
正
一
五
ふ
制
限
を
不
便

t
L
τ
倦
ま
5
る
努
力
の
結
巣
、
遂
に
之
を
撤
厳
す
る
を
得
る
仁
至
っ
た
言
云
ふ
の

で
b
る。

-rp
て
へ
戸
グ
げ
放
仇
記
に
、
西
暦
一
七
七
五
年
故
山
一
品
目
の
支
那
人
普
通
の
或
は
重
要
の
輸
入
品
正
し

Oscnr Munsterberg. ibid. S. :239 
C. P. Thunberg， ~Voy:l ges all--Japon traduits pa"で L Langles. Paris. 
!796. Tom.)1. PP..:.. ，6; .9 
C.~ P. Thunberg~ -Trave!s in Europe， "Africa and Asia， London， 1795. 
Vol JII. pp. ¥7. 43. 44・
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て
、
生
糸
、
薬
品
、
入
会
等
を
掲
げ

τあ
る
の
仁
、
和
蘭
人
の
此
の
年
の
職
入
品
に
は
絹
織
物
は
あ
る
が
、
生
糸
は

見
え
な
い
。

v
l
d
y
ド
は
其
の
著
日
本
に
於
て
、

西
麗
一
六

O
九
年
唯
一
叫
ん
出
咋
ド
刊
か
ら
一
入
四
二
年
一
一

w叫ん但

ま
で
の
和
隣
人
の
日
本
仁
於
り
る
貿
易
の
歴
史
ゃ
、
貿
易
及
び
航
海
に
闘
す
る
規
定
、
支
那
人
の
日
本
に

於
り
る
貿
易
等
の
こ

Z記
臥
し
て
居
る
が
、
和
蘭
の
聡
入
品
ご
し

τ警
の
絹
織
物
(
町
O
E
E
N
O口
問
。
)
を
記
F

して

世
光
一
」

卜
二
年

居
る
に
拘
は
ら
す
、
生
糸
を
記
し
て
居
な
い
。
支
那
人
の
轍
入
品
ご
し
て
猶
ほ
生
糸
、
絹
織
物
を
掲
げ

τ居
る
。

天
保
的
未
ま
で
支
那
人
は
狛
は
生
糸
を
輸
入
し
て
居
る
こ
Z
は
分
か
る
。
私
は
弘
化
、
嘉
永
B

安
政
十
五
六
年
間

の
生
糸
総
入

ω叫
肌
川
仙
を
知
る
こ
己
は
出
来
な
い
ー
が
、
恐
ら
〈
我
が
困
が
米
、
露
、
蘭
、
英
、
仰
諸
鴎
己
保
約
を
結

ん
で
鎖
園
時
代
を
終
っ
た
安
政
五
年
昭
一
ト
uh
五
λ
年
に
長
崎
に
入
港
し
た
三
般
の
支
那
舶
に
至
る
ま
で
も
生
糸
を

輸
入
し
た
の
で
な
い
か
Z
考
へ
品
。

大
林
雄
山
也
氏
編
著
大
日
本
産
業
事
蹟
に
我
が
岡
山
安
政
六
年
炉
ら
明
治
二
十
一
年
ま
で
の
生
糸
の
輸
出
一
一
角
h
y
裁

せ
て
あ
る
が
、
安
政
六
年
糊
哨
事
訊
年
に
は
銑
に
ニ

O
、
三
九
四
、
七
九
O
(和
)
斤
を
聡
出
し
た
様
に
な
っ
て
后

る。

一一」一一一一…~

政

年

ニ

O
、
=
一
九
四
、
七
九

O
斤

-'. 
r、

安

延

年

一
、
九
二
七
、

O
四

O
斤

フE

高

久

年

九
、
三

0
0、
入
瓦
九
斤

フじ

文

まι
~ ，、
郵

五

前

叢

徳
川
時
代
に
於

η
る
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

四

Ph. Fr. von Siebold， l'引ppon. herallsgegeben von seinen Sohnen， Bd. 

11. Leipzig. 1897. 55. '78. I79i 186. 187 
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論

書

宝王

凹

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
白
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

四

策
大
埠

文

久

年

二
、
九

O
九
、
二
四
四
斤

瀧
本
誠
一
氏
の
日
本
経
済
史
に
、
我
園
生
糸
輪
出
の
按
悔
は
・
安
政
六
年
六
月
二
十
人
日
横
波
市
本
町
三
丁
目
芝

浦
泊
五
郎
の
底
頭
に
於
て
、
甲
斐
島
川
遊
生
糸
六
俵
ト
時
九
イ
ギ
9
2
人
イ

y
y
キ
或
は
イ
タ
リ
ヤ
人
又
は
ん
ス
三
一

1

パ

=

ャ

人

な

"

と

も

云

ふ

-

斤
に
付
一
一
分
銀
五
簡
の
痕
仁
て
版
寅
L
た
る
に
郎
胎
し
、
翌
年
郎
も
高
延
一
元
年
八
月
甲
斐
の
商
人
伏
見
屋
忠
兵
衛

ご
云
ふ
も
の
始
め
て
島
田
治
生
糸
二
千
五
百
斤
を
衡
強
に
持
家
b
、
芝
浦
清
五
郎
を
紹
介
し
て
金
一
一
附
に
付
言
生

糸
六
十
四
匁
の
割
合
に
て
、
海
岸
七
番
イ
ギ
9
λ

人
ロ
z

j

F

4

W

に
版
寅
せ
る
に
始
ま
れ
る
こ
正
が
書
い
て
あ

め

W
1
ツ
ア

1
プ

ォ

1
ド
・
ア
Y

コ
ツ
〈
に
操
る
官
、
阪
に
西
暦
一
八
六

O
年
勿
々
二
干
の
輪
出
生
糸
一
、
入
。

る。0
0依
仁
及
び
、

一
八
六
五
年
乃
至
一
八
七

O
年
の
五
年
間
の
卒
均
総
出
額
は
ご
ニ
、
六

O
O俵
で
あ
っ
た
ピ
一
五

ふ
こ
ど
で
あ
る
Q

ア
レ
キ
サ

y
r
I
・
ミ
チ
イ
の
ア
U
F

コ
ッ
ク
停
に
、

日
本
開
港
の
第
四
年
目
印
も
西
暦
一
八
六

三
年
(
文
久
三
年
)
に
於
て
生
紙
及
び
繭
的
輸
出
荷
は
二
百
五
十
高
時
閣
に
遣
し
、
外
岡
品
の
総
入
高
に
超
過
す
る
こ

E
三
倍
品
川
(
輪
入
高
人
十
一
高
一
千
時
間
)
で
ゐ
っ
た
古
云
ふ
こ
ご
が
逃
吋
で
あ
る
。

支
那
貿
易
の
長
崎
一
港
に
限
定
せ
ら
る
当
に
至
り
し
事
情
並
に

其
の
輸
入
糸
に
糸
割
符
の
趨
用
せ
ら
る
〉
に
至
り

ι次
第

四

上
に
述
べ

L
如

f
・
支
那
船
舶
は
早
(
永
蔽
頃
よ
h
長
崎
港
に
出
入
し
・
慶
長
元
和
頃
は
阪
に
其
の
貿
易
も
徐

程
盛
ん
で
め
っ
た
徒
で
あ
る
が
、
然
L
常
時
は
猶
口
日
明
の
外
岡
貿
易
を
厳
禁
し
た
時
代
で
、
葡
殉
牙
人
は
盛
ん
に

Sir Rutherford Alcock . 

.Alexandcr Michie， Tla Englishman in China dllrjng t11e Victol'ian Era 
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「
マ
カ
オ
」
か
ら
支
那
貨
物
を
輸
入
し
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
、
支
那
舶
舶
の
貿
易
額
百
言
っ
て
格
別
の
こ
己
は
な

v
l
d百
戸
ド
に
、

炉
っ
た
様
で
あ
る
。

目。宮
Z

向
。
弘
話
回
V

。スロ四戸内田口〈
O口
出
R
m
g
E
m
g
R
F
Y
1
ロ
骨
ロ
回
目
骨
ご
5
Z
F
4
E
百
宮
山
色
町
『
Q
5
0
目ロ
E-向島布団
E
F
m
E骨

ロ
5
5
Z
Z
E
S
F
L
ω
ι
日】
10江戸一四日官
3
2
5
n
u
r
r
E持
者
問
2
」

2
2
4。F
2
言内
E
Z
ロ
5ι
ロZ
E
M
O
M
E
n
r
己
完

Z
J骨
E

i

虫
色
幻
自
己
ω
ロ。
η
r
g
r
E
O
E
Z巾ロ問。。
E
E『河口
-4F司日
3
内山内凶司

Z
M
ロ同り川崎山
E
m
d
J
耳
目
国
円
F
口
同
一
色
命
ユ
白
山
口
白
巴
自
民
民
m
E
h
p
B
E
Z
O

ω向日
2

問。

40円i
『E
E
M
・
3HM白
DZnr。
白
山
ヨ
且
巳
由
討
宮
司
0
4弓
E-品
。
。
}
言
。
司
自
河
口
-nZNFF出向一日
ω
o
p
zロ白ロロ『
403H同仰の
E
コ2
5
n
F。『
FE司ロ

EM
口命日戸田目印『回目。
n
F
γ
目白コ

三
五
ム
記
事
が
見
え
る
居
る
。

長
崎
港
恥
に
「
昔

vρ
入
津
ノ
唐
鋤
何
レ
屯
小
舟
ニ
ア
一
般
ノ
貨
物
日
銀
ム
品
僅
カ
三
五
六
貫
目
ヨ

9
拾
貫
目
バ
カ

リ
ノ
ノ
荷
物
ヲ
積
来
b
，
、
加
数
ノ
多
少
定
7

y

毛
ナ
ク
、
相
針
ノ
商
責
-
一
-
プ
、
唐
土
ノ
人
三
縦
7

7

-

一
近
闘
所
々
へ

往
来
三
殊
ニ
手
軽
キ
唐
人
』
荷
物
ヲ
肩
-
一
一
指
ギ
、
或
月
携
へ
F

プ
町
中
ヲ
寅

y
歩
F
-
一
何
ノ
御
構
ヒ
唱
ナ
夕
、
荷

役
荷
積
ナ
ド
申
V

ア
ヱ
慨
使
ヲ
出
サ
p

p

ト
云
フ
ヨ
ト
毛
ナ
グ
レ
バ
、
般
ヨ

y
薩
チ
ニ
己
ガ
知
昔
ノ
方
へ
荷
物
7

揚
ア
、
心
ノ
催
-
一
逗
留
月
、
宿
々
ヲ
リ
ρ

庶
般
ノ
入
神
ト
問
ク
ト
キ
ρ

迎
般
ヲ
出
て
宿
ノ
コ
ト
ヲ
約
て
宿
口

銭
ト

7
端
物
川
一
捕
手
銀
一
匁
、
荒
物
ρ

代
銀
一
貫
目
ユ
拾
匁
グ
ッ
、
買
主
ノ
方
日
高
ヲ
出
1

・
身
上
宜
V

キ
府
人

A

長
崎
-
一
一
妻
子
ア
リ
ノ
一
一
ア
、
多
ク
ノ
人
ヲ
召
抱
へ
-
プ
住
居
セ
戸
屯
所
々
品
ア
リ
、
是
等
ノ
者
ノ
縁
家
又
知
音
ノ
方
へ

宿
λ

b

y

毛
ア

wzJ
、
商
寅
甚
ダ
自
由
ナ
ア
」
ピ
云
ム
文
が
見
え
て
居
る
。
嘗
時
は
長
崎
ば
か
ム
リ
で
な
〈
、
卒
戸
英
の

論

叢

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎

P
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

百

五

凹

第
六
輯

Siebold. ibid， 11， S. 185・
長崎歯車普ハ1!

朝野諮問裏稿五百一1---
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前

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
O
支
部
貿
易
応
就
hu

て

四
回

議

第
二
十
五
巻

第
六
鵠

五
プZ

他
の
諸
泌
に
入
砕
し
た
の
で
ゐ
る
。

朝
野
醤
貯
哀
義
に
宮
内
暦
、
崇
疎
に
至

τ
醐
崎
町
一
献
一
一
同
正
明
朝
ご
清
朝
ご
兵
乱
大
に
起

τ、
人
民
甚
ピ
困
一
氾
に
逼

'
り
、
英
難
を
遁
れ
ん
殺
め
、
商
貨
を
借
り
者
の
み
に
も
限
ら
争
、
数
輩

ω唐
人
財
物
を
携
へ
来
て
、
長
崎
に
住
居

を
願
ム
者
多
か
h
L
Z
由
也
‘
舶
数
も
漸
々
多
〈
な
ム
リ
、
九
州
藤
隊
阿
久
根
、
筑
前
博
多
、
豊
後
府
内
、
肥
前
仁
て

は
五
島
、
手
戸
、
大
村
・
長
崎
諸
蕗
に
着
岸
す
ご
云
ヘ
Y
」
も
、
就
山
町
長
崎
地
じ
着
船
多
〈
、
諸
珂
繁
多
な
る
段
、

慶
長
九
年
以
来
追
々
長
崎
に
て
唐
通
事
由
来
云
々
」
の
記
事
が
見
え
て
居
る
o

賞
時
支
那
般
舶
は
長
崎
に
も
来
た
の
で
あ
一
る
が
、
同
時
に
仙
の
諸
拡
に
も
来
た
の
で
あ
っ
て
‘

慶
長
十
五
年
嬉
一
一
広
↑
将
一
家
康

ω炭
束
商
船
に
礼
し
、

共
の
諮
擦
は
、

日
本
に
到
着
し
た
場
合
に
、
何
れ
の
図
々
島
々
浦
々
に

於
て
も
、
荷
主
の
心
任
ゼ
に
市
易
買
寅
の
利
を
得
ぺ
き
こ
己
を
許
し
た
意
味

ω朱
印
獄
、
周
年
明
の
膳
天
府
の
人

周
性
却
の
日
本
に
来
h
し
時
、
何
れ
の
浦
々
に
到
着
し
て
も
、
守
護
を
加
へ

τ惑
か
に
長
崎
に
逮
せ
し
む
ぺ

LE
こ

F
e命
じ
た
る
朱
印
山
川
、
慶
長
十
六
年
臨
日
町
一
一
工
怖
の
培
備
艇
長
日
間
仙
の
大
明
人
を
書
院
に
延
見
し
、
異
闘
の

商
船
何
捕
に
着
(
ご
も
、
悉
(
長
崎
に
て
曹
A
す
べ
き
自
の
朱
印
放
を
賜
は
っ
た
正
云
ム
記
司
一
冗
和
二
年
一
議

官
「
区
一
ド
間
八
月
幕
府
よ
り
諸
大
名
に
針
し
、
府
般
の
儀
は
い
づ
か
た
へ
着
岸
す
ご
も
、
紬
主
次
第
資
質
せ
し
む

ミ
d

旨
論
告
し
た
る
下
知
札
な
ど
で
あ
っ
て
、
共
的
貿
易
は
併
に
明
前
山
英
の
岡
林
苧
古
犯

L
秘
密
仁
渡
航
し

τ行

ひ
た
る
密
貿
易
で
ゐ
る
上
仁
、
そ
れ
は
諸
訟
に
分
か
た
れ

τ行
は
れ
て
居
た
の
で
あ
る
か
ら
・
長
崎
に
於
て
猫
h

~m回目花、前l'君賜成車r，lj船御JIと印.~闘佐'*且掘山文集蛾飴明白正前主省主善

言航一覧巷二百 t、師十五年仁田十三目、剛泊f省)の両日間州島あり、
駐に『本多iE制上り百両麹省地甘冊子.tl1t:": Q借る毒事、並!こ1>11並舶に闘よ刷晶町、
組本朗i画館、 ~n官日維抄柳替年表等には肱x府目別性卸主あり、臨天府は南京
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共
の
貿
易
額
が
大
で
あ
っ
た
芭
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
慶
長
十
五
年
周
性
如
の
朱
印
娘
、
同
十
六
年
の
朱
印
放
は
、

支
那
航
舶
が
何
れ
い
の
浦
に
着
〈
己
も
、
長
崎
一
港
に
於
て
貿
易
す
べ
き
こ
ご
を
命
じ
た
も
の
で
、
併
に
家
康
的
在

世
蛍
時
よ

h
幕
府
に
支
那
貿
易
を
長
崎
に
限
定
せ
ん
ど
す
る
考
へ
あ

h
し
こ
芭
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
長

崎
に
限
定
せ
ん
ピ
す
る
考
へ
あ
ら
し
こ
ぜ
は
、
支
那
貿
易
の
営
時
長
崎
以
外
の
諸
港
に
於
て
も
行
は
れ
し
・
こ
ぜ
を

設
す
る
も
の
で
あ
る
U

元
和
二
年
六
月
薩
煤
領
主

ω明
商
容
に
勿
曾
し
た
る
議
文
に
弐
ぎ
の
文
が
あ
る
。

元
和
二
年
丙
長
年
六
月

m 

剣l

我
監
摩
州
、
興
a

大
胡
一
雌
ν
附
--E一
里
之
倫
相
-
、
年
々
的
=
附
船
主
官
、
白
砂
古
明
齢
、
大
明
商
非
之
所
=
禅
師
知
-
也
、

今
日
本
有
=
一
崎
町
品
司
、
品
目
品
柄
掛
京

間目、施昌
A
V

於
南
北
て
日
本
凪
行
平
催
、
n
出
品
岨
慨
昌
一
官
於
長
崎
M

、
叫
v之
柄
n
品
邦
之
向
耐
-
、
以
信
市
(
所
ν
止
之
島
弘
ん
、
質
問
ν紘
市
向
止
買
柑
昌
此
地
国

向
V
A
V

叫
往
、
雌
ν
円
a
大
明
山
間
船
之
随
ν
凪
而
高
温
於
我
陛
川
之
池
田
・
頃
刻
不
V
坤
川
ν
問
問
皐
附
於
我
地
五
九
、

一
一
世
草
之
誌
心
、
不
ν
品叩寸小
v
忘
、
串
a
向
椅
寧
目
、
向
V

川
北
加
え
晶
、
今
雌
ν
A
w
a
u
何
時
銭
昌
剛
容
之
所
曹
止
、
復
品
消
E

同
船
於
抗
陸
州
-
、
以
偶
昌
民
易
問
v
鋪之

同偶
a
誕
悼
】
央
、
叫
ん
今
商
i#
之
所
a叫
W

而
抽
間
凶
山

露
目
、
亦
未
ν
可
ν
知
也
、
前
喜
納
符
ν
之
、
今
也
一
官
之
腕
令
、
誰
敢
可
U

嘘
b

之
平
、
肉
客
共
ι

南沙之、

幕
府
が
家
康

ω在
世
時
同
時
に
於
て
飢
に
支
那
貿
易
を
長
崎
一
港
に
限
定
せ
ん

t
考
ふ
る
に
至
b

[
は
、
矢
張
h

切
支
丹
宗
門
収
漏
り
の
意
に
出
で
た
も
の
、
様
で
、
慶
長
十
六
年
に
は
幕
府
は
重
ね
て
切
支
丹
宗
門
を
股
禁
し
、

板
倉
伊
賀
守
は
五
畿
内
を
、
山
崎
長
門
守
は
西
国
地
方
を
携
常
し
、
回
明
支
舟
宗
徒
を
捕
縛
し
て
京
都
に
送
り
、

諭

叢

抽
旭
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
都
民
晶
に
蔵
V

て

第
二
十
車
嘩

四
宜

歪E

-~ 

第
六
劉

の披下なれば削性畑山本間なるにやJ1I言うてある
晴荷I由民日言E臨匠十六年辛亥 1--Jl n-八日、再審;ID書丸、明聞書岬君賜大明両
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叢

論

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

一
一
四
六

第

捜

五
ノ、

保
河
原
に
於

τ斬
罪
に
蕗
し
て
居
る
。
長
崎
奉
行
の
支
那
貿
易
が
長
崎
に
限
定
せ
ら
る
、
ご
芭
の
長
崎
に
利
な
る

を
考
へ
た
る
こ

z

b
銀
像
Z
れ
、
幕
府
の
命
令
を
本
じ
従
来
長
崎
以
外
の
諸
港
に
於
て
貿
易
を
行
ひ
た
る
支
那
船

舶
を
議
〈
長
崎
に
招
ぎ
、
崎
潤
家
長
崎
以
外
の
議
地
に
於

τ貿
易
を
行
ム
ニ
ど
を
厳
禁
し
た
も
の
ご
見
え
る
。
家
康

は
元
和
二
年
四
月
に
死
し
、

行
か
ゼ
、

阪
に
入
月
に
は
幕
府
は
前
越
の
如
〈
唐
帥
仰
い
ワ
か
た
に
着
岸
す
ご
色
、
加
去
の
請
仁

商
貸
せ
し
た
き
旨
海
岸
の
而
々
に
遼

L
て
居
る
の
で
あ
る
。
政
器
配
に
一
冗
和
四
年
出
在
足
下

入
月
幕
閥
五
人
衆
よ
り
卒
戸
僚
主
松
浦
肥
前
守
、
長
崎
奉
行
長
谷
川
左
兵
衛
宛
怠
つ
だ
書
簡
が
見
え
て
居
る
。
そ

れ
に
「
追
而
唐
般
之
儀
者
何
方
へ
着
候
共
船
主
夫
第
於
其
所
可
一
良
貸
出
回
被
仰
山
候
」
己
一
五
ふ
文
が
見
え
て
居
る
。
秀

忠
勝
軍
の
時
に
な
っ
て
、
支
那
貿
易
を
長
崎
に
限
定
せ
ん
ご
す
る
政
策
全
一
時
緩
和
し
た
様
で
あ
る
o

薩
摩
の
島

律
家
久
の
論
文
は
元
和
二
年
六
月
の
日
附
で
、
未
だ
之
を
知
ら
な
か
っ
た
様
で
あ
る
o
彼
は
支
那
貿
易
の
長
崎
に

限
定
せ
ら
る
、

t
云
ふ
こ
正
も
質
際
に
於

τ到
底
長
〈
行
は
る
べ
き
に
非
る
を
議
期
し
、
薩
躍
が
ま
た
支
那
貿
易

舶
の
集
泊
所
正
な
る
日
の
遠
か
ら

F
る
を
以
て
、
「
始
待
之
」
f
h

言
っ
て
支
那
両
容
を
慰
撫
し
て
居
る
の
で
あ
る

が
、
彼
が
此
ゆ
論
文
を
愛
す
る
時
、
自
ら
知
ら
な
か
っ
た
聞
に
、
既
に
換
期
通
h
薩
摩
に
於
℃
も
貿
易
が
出
来
る

様
に
な
っ
た
評
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
ス
-
7
F
4
P

ヒ
に
、
支
那
人
和
蘭
人
の
み
日
本
に
於
て
貿
易
の
特
占
棋
を
有
し

た
る
こ
ご
に
闘
し
.
支
那
正
の
貿
易
は
一
部
は
長
崎
に
於
て
一
部
は
薩
摩
に
於

τ行
は
れ

τ居
る
こ
芭
世
越
さ
L

あ
る
の
は
倹
程
面
白
い
。

政柄路間二

Oscar Munsterbe，g， ibid， 55. 98， 99・1
9) 
10) 
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ロ
耳
4
m
門
町
内
『
H
E
戸
内
円
吉
国
主
肖
α
自
己
。
]
U
H
邑
月
号
、
向
。
一
一
ω
5
2
宮
山
同
首
長
r
R
H
Z
C
Z司
印
且

E
E函
-
-
-
-
-
-
-
-
-
U
司
C
E
盟
訂
自
背
m且
EEmw

Z
E
O
】
呂
志

-
Y
F同
}
M
Z
E
O
耳
目
=
『
Z
U
8
0
叶
Z
Z
(
4
・
U
同
凶
H
I
T湖
面

)
p
m何
回
目

Z
F
岳
司
臼
百
円
。
ロ
可
o
-
-
m
ι
ロ
正
Z
E
C
ヨ
ョ
。
同
】
戸
内
げ

同命毛AmAωロmm川凶ロ

成
永
十
二
年
間
指
ト
抗
日
一
同
年
支
那
貿
易
が
長
崎
に
限
定
せ
ら
る
、
様
に
な
っ
た
後
も
、

!
:
:
l
j
i
-
-
m
J
S
 

薩
障
は
そ
れ
も
資
際
に

於

τ到
底
長
〈
行
は
る
〈
き
に
非
る
を
期
待
し
つ
¥
矢
張
bv脚
H

際
に
於

τ領
内
の
諸
港
を
支
那
貿
易
舶
の
集
泊

所
E
な

L

潔
着
舶
の
名
を
以
て
密
貿
易
会
行
ふ
-
』
こ
を
看
過
し
て
居
た
の
で
は
な
い
w
h
r

。
き
う
で
な
げ
れ
ば
薩

躍
が
其
の
傾
内
山
諸
泌
に
於
て
唐
通
事
の
職
制
を
設
け
て
居
た
司

-
Z
も
理
解
は
出
家
な
い
。

慶
長
九
年
以
来
・
総
訓
腕
材
の
制
が
始
ま
k

リ
、
外
閥
輪
入
の
生
紙
を
、
総
割
前
村
人
古
都
す
る
堺
、
京
都
、
長
崎
等
に

於
り
る
特
定
の
商
人
に
購
買
組
合
を
組
織
せ
[
め
て
特
占
的
に
購
買
せ
し
む
る
こ
正
、
な
り
た
の
で
あ
る
が
、

れ
が
覚
氷
入
九
年
頃
ま
で
支
那
船
舶
の
輸
入
生
糸
に
通
用
せ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
、
支
那
の
官
易
額
が
未

r
z程

に
多
〈
な
か
っ
た
詩
懐
古
考
ふ
る
こ
ご
が
出
来
る
様
で
ゐ
る
。
品
桝
制
締
の
こ
ぜ
に
就
い
て
は
別
に
通
よ
る
こ
吉
、

し
、
そ
れ
が
賞
初
に
於
て
支
那
鋤
舶
の
総
入
生
一
線
に
通
用
さ
れ
な
か
っ
た
諮
擁
は
、
平
戸
の
和
一
闘
感
聞
の
へ

y
ド

P
ッ
ク
・
プ
ロ
ウ
ク
且
戸
の
バ
タ
ピ
ア
組
制
官
宛
、
西
暦
工
ハ
=
ニ
年
(
慶
長
十
八
年
)
二
月
十
三
日
付
帯
低
(
。
『
2
E
Z
F

B
Eロ
出
自
ι
ロ
r
回
目
5
2
円
自
の
2
2
与
の
ロ
耳
目
昨
日
以
内
昨
日
国
o
p
F
伊
丹
E
V
S自
ぷ
目
司
S
E
R
H出
HU)仁、

ロMOm官
官

r
E
骨
ユ
W
M
E
2
色
。
戸
盤
帯
同
間
部
)
E
同
H
明
。
叶
冨
-
二
時
間
i
同
日
開
副
冶
)
邑
2
ロ
昏
丘
町
ロ
骨
ω
】
V
H
r
o
-
-
4
E
E
m
2
0
F
D
E

n
y
m
E
の
命
E
5仏
当
コ
凹
E
吊
ロ
の
ぬ
亘
η
伊
丹
言
明
。
訟
官
【
∞
O
U
吾
川
氏
自
骨
ω
p
r
o
-
E
m
自
問
Z
-
d
p
向
山
色
。
円
E
E
E
E
(盟
諸
吊
〉
)
口
7
5
t
'

第
二
十
五
昏

四
七

偉
大
規

五:
1し

諭

議

徳
川
時
代
に
於
付
る
長
崎
の
主
那
賀
晶
に
就
い
て

そ

東亜細済研究昭和二年十月枕
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論

議

中
/、

O 

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
の
支
那
貨
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

四〆、

第
六
就

g

E
仏
国
。
一
E
E
o
p
b
k
〈

Oロ
舎

E
Z
]官
官
官
町
内
一

g
E
-
E
F
2
管
内
(
凹

O
E
O
)
d
B岳
宮
骨

N
E
M
S
E門
H
N
H
p
z
g
E
p
m呂
田
司

C
E耳
R
V
F
O
ι
z
n

ぜ
云
ム
文
で
あ
る
。
ナ
ホ
ッ
ド
は
之
を
根
擦
と

L
て
、
葡
萄
芳
人
以
嘗
時
寅
際
仁
外
閥
貿
易
を
占
有
し
て
盾
た
己

言
っ
て
よ
レ
の
で
め
る
が
、
此

ω
バ
ン
カ
ド

1ω
制
度
の
下
に
置
か
れ
た
る
は
彼
等
の
み
で
、
和
蘭
入
、
西
班
牙

人
及
び
支
那
人
は
此
の
制
度
に
劃
し
て
金
〈
自
由
で
ゐ
っ
た
ど
言
っ
て
居
る
。
葡
萄
牙
人
は
一
擦
に
つ
き
百
五
十

-
7
1
w
で
寅
ら
な
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
支
那
人
は
二
百
ア
ー
ル
で
貰
る
よ
芭
が
出
来
た
の
は
、
前
者
の
生

糸
は
割
符
総
ご
し
て
割
符
尚
人
的
定
め
た
る
値
段
で
員
ら
な
り
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
謝
し
て
、
後
者
は
市
償

で
自
由
に
版
貢
ず
る
こ
正
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。

支
那
船
舶
の
聡
入
生
紙
が
何
時
ま
で
「
パ

y
カ
ド

1
」
の
遁
周
を
受
付
守
、

古
う

L
τ
割
肺
相
続
ご

L
て
取
扱
は
れ

な
か
っ
た
か
、
何
時
か
ら
制
終
紙
Z
し

τ取
扱
は
晶
、
様
に
な
っ
た
か
。

T
ホ
ッ
ド
に
西
暦
一
六
三
五
年
、
寛
永

十
二
年
和
的
船
舶

ω聡
入
生
糸
が
「
バ
Y

カ
ド

1
」
郎
も
割
前
村
糸
賀
値
段
が
定
ま
っ
た
上
で
な
け
れ
ば
資
ら
れ
な
い
、

-
』
ご
に
な
っ
た
こ
ぜ
を
叙
し
、

耳
お
ヨ
E
E
2
5
(華
同
謀
割
4
4
z
g
E
一zo
-
-
F
Z『
g
z
ι
5
4
0吾
呈
司
骨
ニ
同
E
n
r
E
E
F
己

5
4呈
亘
唱

E

5
ロ
』
宮

町
戸

Z
E
E
-月
げ
細
川
出
巴

ι
m
g戸
m
m
r
o
E。
当
局
内
凶
↑
onHOH
噌

0昂
Z
E
E
Oロ
ロ
ロ
仏
口
E
ロ
2
0ロ
骨
日
守
ロ
ロ
宮
内
凶
o
c
E
0
2
0
H
p
u
g
m
骨
p
a
ω
ω
凶作

ω02切
円

出回

nF円

ιμ}Uゐ
HFnu市拠点
MV2】
戸
内
。
回
目
史
川
口
a

E
言
っ
て
、
荷
萄
人
や
支
那
人
の
生
糸
同
様
、
和
陶
総
入
の
生
糸
が
「
パ

y
カ
r
1」
の
制
下
に
置
か
れ
な
り
れ
ば

0，1叩1"NakI-叩【.1， ibid， S. 154 13) 
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な
ら
ぬ
こ
芭
ef
主
張
し
た
る
は
五
倍
所
の
糸
年
寄
で
あ
っ
た
こ
ご
を
遁
べ
て
居
る
の
は
、
嘗
崎
支
那
嫡
嫡
轍
入
の

一一一一一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一一

生
糸
が
割
符
糸

Z
L
℃
取
扱
は
れ
て
居
た
・
」
ご
を
認
め
て
居
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
な
ら
ば
支
那
船
舶
輪
入
生
糸

が
割
符
糸
Z
な
っ
た
り
は
何
時
で
あ
る
か
o

私
同
支
那
州
舶
の
重
要
輸
入
日
聞
に
る
生
紘
一
か
白
由
貿
易
か
ら
割
符
糸
印
も
制
昼
間
人
に
依
っ
て
定
め
ら
山
花
る

支
那
貿
易
正
し

τ
倹
粍
重

資
値
段
仁
依
っ
て
麗
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
w

制
限
貿
易
に
な
っ
た
ど
云
ム
ニ
ご
は
、

そ
れ
仁
も
拘
は
ら
中
、
長
崎
の
記
録
に
於
て
、
私
の
知
る
限
り
で
は
そ
れ
が

大
な
事
件
ご
考
へ
る
の
で
め
る
。

覧
氷
十
二
年
長
崎
奉
行
に
謝
す
る
幕
府
の
十
七
筒
僚

明
か
仁
な
っ
て
居
な
い
ー
の
は
円
と
う
し
た
-
』
ピ
で
あ
ら
う
か
。

小
舶
の
こ
己
に
候
間
見
計
可
申
付
事
」
の
一
保
目
が
あ
る
o

ナ
ォ=
y 

0) 

54甘
い4、準I
Y白，次

々第
主南
ン B竜

「可
諒伐
つ
1:'. 1s. 
濁唐
逸舶
課IG)は

の
御
僚
目
の
中
じ
、

「
総
の
外
諸
色
之
儀
、

総
之
値
段
極
り
候
て
の

3
1

司、、

t
4
0
ロロ

ι
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ω

品。円

印
弘

Lopω
仲
間

E
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-
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ι
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円
包
-
O
B
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ロ
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豆
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g
m
o
p
z

垣
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担
同
省

o--op

戸
自
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庄
日
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自
芹

M
F
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ロ
戸
H
i
E
S
(含

4
0
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O
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ι
-
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H
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P
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a
E
O『
忌
ロ
r
g
d弓
E
、
E
-刊の『

NCmm円P
ご
あ
え

常
時
支
那
舶
舶

ω小
苫
〈
、
随
っ
て
共
的
職
入
貨
物
の
煩
桁

ω大
な
ら
ざ
h
し
こ
さ
が
分
か
る
。
此
の
僚
目
の
後

せ
ら
れ
し
は
、
日

tr一
段
(
奉
行
側
蜘
制
時
一
一
)
に
撮
る
ご
、
寛
永
十
三
年
一
内
子
五
月
十
九
日
に
な
っ
て
居
る
。
長

崎
路
庇
以
之
を
採
用
し
て
居
る
。
大
磯
省
編
纂
の
日
本
経
済
財
政
史
料
(
引
用
御
胸
者
古
三
十
五
)
に
は
寛
永
十
一

論

議

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
の
支
那
珂
晶

ι就
uu

て

第
二
十
五
番

四
:1. 

第
六
続
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論

議

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
の
支
那
貿
易
に
就
い
て

第
二
十
五
巷

五
0 

第
プc
根

年
甲
成
五
月
二
十
八
日
仁
な
っ
て
居
る
。
然
る
に
ナ
ホ
ツ
刊
に
、

〈
O円。一
E
E
n
Z
】ロ

ι印
同
町
。

E
ロ
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ロ
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P
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N
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ι
E
0
5
-
E
H
F
-ロ
g
z』
耳
目
。
冨
《

H
E
E
』
-
V
司
E
Z
R
H
H
w
y
r
t。
u
u
-
C
Z円
G
o
a

-ヌ

ι昂
〈
司
。

E
Eロ
岡
山

R
E
百
九
m
E
寸
L
宅
何
回
』
白
骨
骨
門
官
]
]
口
口
正
月

rou
司

m
H
F
E
E
N
Z
出
回
日
号
ロ
山
岳
〉

a
m
p
m
gロ
〈
邑

Z
E』
口
広
口
町
内

E

uv・
U
O
N
O
E
Z司
岡
田

U
M
2ロ向。寸
E
凹

OD

の
文
が
め

b
、
寛
永
十
二
年
に
殺
せ
ら
れ
て
居
ゐ
こ
ご
は
明
か
な
様
で
あ
る
。
辺
航
一
覧
長
崎
港
異
国
通
商
総
括

部
商
法
鞘
…
山
崎
武
の
僚
に
は
、
寛
氷
十
年
、
十
一
年
、
十
二
年
老
中
よ
り
長
崎
奉
行
に
下
知
放
を
出
ー
し
た
る
こ
己

を
叙
L
・
寛
永
十
年
の
下
知
山
肌
を
載
せ
て
居
る
が
、
ぞ
れ
に
も
此
の
同
じ
保
目
が
見
え
、
共
的
制
祉
に
、
按
中
る

に
寛
永
十
一
年
、
同
十
二
年
の
下
知
般
に
は
.
出
掛
舶
は
小
舶
の
事
に
候
問
、
見
計
可
申
付
事
ぜ
あ
り
さ
一
首
っ
て
あ

る。
此

ω寛
永
十
二
年

ω候
目
に
は
、
卒
戸
に
入
港
せ
る
船
舶
卸
ち
和
蘭
般
の
聡
入
生
糸
も
長
崎
の
生
糸
の
値
段
の

如
〈
な
る
イ
〈
、
叉
官
(
の
他
の
貨
物
も
長
崎
に
於
て
生
糸
値
段
の
定
め
ら
れ
ぎ
る
以
前
に
責
ら
る
べ
か
ら
ゴ
る
こ

ご
を
規
定
し
た
る
僚
間
引
が
あ
る
G

ナ
ホ
ッ
ド
は
そ
れ
に
闘
L
、

CXXXVI. Al"t 

Oskar Nachod， ibid， Beilage 42， CXXXIV 

担航一覧巷之百四十、 Oskar Nachod， ibid. Beilage 42， 
q， p・244・
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国
宮
町
E
円
品
"
。
問
。
}
一
宮
内
『
門
口
E
g
r
r
g他
国

m
m
E
E
n
F宮
崎
戸
口
同
一
己
ω
目
。
合
L
E
n
F
E
E
O司
ω芯
ロ
冨
旦
何
百
四
百
mg同
司
巴
ω
ハ
同
日
口
E

nomoa
宮山内旦]内

Z
E
m
p
z
o
}の
Z
g
E
ι
-
2
0
N
2
σ
♂
E
ロ
m
p
z
z
E
n耳
d

高
田
[
品
百
官
官
ロ
E
E
n
Z
E
m
F「
E
n
F
問。『

E
。
z
-
3
5
0

' …一一…日…ー ι一一一…一一一昨一一一一一一一一一目応時山引一一一一…←十一 一一

E
mロ
ιZ4う
S
L
S，N
Z
2
5
0
H
E
P
E
ω
N戸
目
印
E
日

ι
O
R
Z呂
町
ロ
〕
「
ロ
器
"
包
(
凶

ru)
『
日
百

F
Z
ι
2
4
0吾
。
E
官
官
コ
骨
ロ

4
2宮
内
同

EMP
骨

自

〉
E
Eロ
品
目
町
民
自
ι巴
由
n
F
5
3
5
Y
]
U耳
目
。
円
宮
古
ヨ
2
'

三
辿
ィ
、
始
め
て
和
蘭
人
の
貿
易
は
支
那
人
の
貿
易
よ
ち
不
刺
盆
り
地
位
に
立
つ
に
至
?
冗
こ
ど
を
指
摘
し
七

Mr
、
此
の
時
は
院
に
支
那
般
舶
の
輸
入
生
糸
が
制
符
糸
Z
し

τ取
扱
は
れ
居
た
筈
で
あ
る
こ
ご
は
・
前
通
の
如
く

ナ
ホ
ッ
ド

h
之
を
認
め
て
居
る
の
で
あ
る
o

そ
れ
に
も
拘
は
ら
争
、
和
蘭
人
の
貿
易
は
支
那
人
の
貿
易
よ
b
不
利

篠

ω地
位
に
立
つ

Z
は
ど
う
一
五
ム
ニ
古
で
ゐ
る
か
。
私
は
こ
れ
は
蛍
時
支
那
の
轍
入
貿
易
額
の
猶
は
甚
に
大
な
ら

争
し
て
、
院
に
共

ω糸
は
倒
符
糸
ご
し
て
取
扱
は
れ
て
居
る
に
拘
は
ら
争
、
葡
萄
牙
航
舶
職
入
の
生
糸
の
如
く
、

巌
重
に
通
用
き
れ
や
，
、
又
趨
用
さ
る
、
に
及
ば
ざ
る
様
に
考
へ
ら
れ
て
居
た
こ
E
を
一
不
す
も
の
で
な
い
か
Z
考
へ

る
の
で
あ
る
。
支
那
貿
易
己
し
て
倒
符
糸
の
制
度
が
遁
刷
さ
る
、
仁
至
っ
た
か
ど
う
か
は
重
要
な
こ
さ
で
あ
る
に

拘
は
ら
示
、
長
崎
の
記
録
に
於
て
を
れ
が
明
か
に
な
っ
て
居
な
い
の
も
、

-
』
れ
が
縛
め
で
は
な
い
か
。

然
ら
ば
寛
永
十
二
年
阪
-L
支
那
紬
畑
の
輸
入
生
糸
が
割
符
糸
の
制
度
下
に
あ
っ
た
ご
し
て
、
ぞ
れ
が
何
時
中

ら
趨
用
き
る
、
に
至
っ
た
か
。
な
は
之
が
正
確
な
る
時
日
を
誼
明
す
る
こ
ご
は
出
来
な
い
が
、
級
制
符
御
由
緒

て
天
川
船
、
唐
船
、
白
晶
、
黄
糸
、
小
黄
糸
の
外
、
朴
貨
糸
、

H
よ
町
糸
、
飛
紗
綾
、
縮
緬
-
其
M

円
糸
帥
物
分
、
悉
割
符
方
へ
帥
=
下
問
司
配
分

第
二
+
五
巷

五

第
六
披

~­，、

叢

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
山
支
那
貿
易
に
就
い

τ

論
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論

強

六
回

徳
川
時
代
に
於
け
る
長
崎
自
主
那
民
民
間
に
就
い
て

第
二
十
五
巻

五

第
六
腕

仕
、
此
怖
大
割
符
と
都
申
候
、
寛
北
九
市
年
よ
り
織
物
心
類
不
ν
尚
昌
下
世
-
、
糸
知
計
被
怖
付
、

ぜ
一
千
点
記
事
が

ιぇ
、
寛
永
九
年
棚
倍
み
主
年
に
は
般
に
支
那
輸
入
生
糸
が
制
符
糸
正
な
っ
て
居
た
様
に
考
へ

勾

ら
れ
る
u

糸
乱
記
に
も
寛
永
八
年
末
生
糸
が
江
戸
、
堺
、
京
、
長
崎
の
四
筒
所
的
制
符
ご
な
h
z

た
る
こ

z-を
述

"" 、

題

目

同

〈

て

白

呆

百

二

+

丸

4明

て

白

晶

百

丸

京

一
、
白
糸

五

十

:JL 

E工

戸

て

白

最

官

丸

長

崎

右
は
大
明
よ
り
燕
り
ぬ
る
来
円
多
少
に
よ
り
、
年
々
其
一
一
向
に
割
符
帳
向
、

芭
言
っ
て
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
寛
氷
八
年
に
こ
れ
ま
で
三
筒
所
割
符
で
あ
っ
た
生
糸
が
四
筒
所
削
符
ピ
な
る
こ
己

、
な
h
J
、
糸
の
不
足
を
戚
じ
、
支
那
船
舶
輸
入
の
生
糸
を
以
て
補
足
す
る
必
要
ゐ
り
、
糸
制
符
制
を
以
て
之
に
趨

用
す
る
に
至
っ
た
の
で
は
ゐ
る
ま
い
が
o

こ
れ
は
私
ゆ
推
測
Z
し
て
読
者

ω
批
判
を
乞
は
ん
正
す
る
所
で
あ
る
o
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